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FlexIS ソフトウェア バー
ジョン 1.07.02.xx のリリ
ース 
 

– FlexIS ソフトウェアバージョン 1.07.02.11 が正式にリリースされました 
– メニューの順序が変更され、新機能に十分なスペースが提供されます。 
– フォーミングイベントでプログラム可能なイベントの数が 20 から 40 に拡張されま

した。 
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FlexIS ソフトウェア バージョン 1.07.02.11 が、 IS および NIS の各マシンで試験実施後、正式にリリースされ

ました。 
 
今回の新規リリースはいくつかの新機能を含む主要リリースです。 新しいソフトウェアのインストールに関する

サポートは、弊社代理店のテクニカルサービスグループまでご連絡ください。 

1.07.02.xx リリースの新機能 

メニュー表示  
新機能のスペースを確保するため、メニューの順序を変更しました。  
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ゴブ・フォーミングおよびデリバリ  
GD 画面： 
［GD_dependent (GD 依存)］チェックボッ

クスにチェックを入れると、ゴブ・ディストリ

ビュータがリトラクトしたときにゴブ・スプレ

ーが停止します。  
 
スクープ修正： 
非対称のファイアリングオーダーを持つタ

ンデムで、ゴブ・ディストリビュータがメンテ

ナンス・ストップ (MS) の時に、HHT 上で補

正値を直接入力することができるようにな

りました (ジョグは不要)。 この機能は、ドン

グルのデバッグコードで有効にする必要が

あります。  
 
フィーダー・プランジャーのカム： 
19 個のカムが設置されています。 実行時のジャンプを防ぎ、振動を軽減するために、曲線がわずかに修正さ

れています。  
 
メカニカル・フィーダー： 
メカニカル・フィーダーがサポート対象にな

りました。 
ドングル構成でフィーダー・プランジャーに

メカニカル・フィーダーが選択されている場

合、フィーダー・プランジャー画面にメカニ

カル・フィーダーのパラメータが表示されま

す。 
ハードウェアは 555 Plunger と同じで、シ

ャー・リトラクトとエア・アシスタンスの出力

はドライブ上です。 
 
チューブ高さ:  
以前のバージョンではチューブ高さの値は

ジョブ構成の一部でした。 このリリースで

はマシン構成に移動しました。  
チューブ高さの値を変更した場合、その UC に保存済みのすべてのジョブがこの新しい値を受け取ります。 ジ
ョブをインポートする場合、インポートされたジョブが実際のチューブ高さの値を取得します。   
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セクション調整/セットアップ 
フォーミング・イベント：  
フォーミング・イベントでプログラム可能な

イベント数が 20 件から 40 件に拡大され

ました。  
 
FPS のセットアップ： 
FPS チャンネルに名称を割り当てることが

できるようになりました。 名称にイベント名

を選ぶことができます (自由入力はできま

せん)。 
また、ゼロ点を含む FSP バルブの圧力範

囲を設定することもできます (ゼロ点：-4～
0 のオフセットが最低圧力に対して 0～4 
[mA] になるように設定できます)。 
 
サーボ‐構成： 
このリリースでは、すべてのサーボ・メカニ

ズムに対してコントローラがサポートする位

置が 3 つから 5 つになりました (以前のバ

ージョンでは、動作が及ぶすべてのイベン

トに定義する必要がありましたが、このリリ

ースでは動作が開始するイベントと動作が

及ぶイベントに定義する必要があります)。  
バージョン 1.06.xx.xx からアップグレード

する際は、バージョン 1.07.00.05 を最初に

ロードする必要があります。 それにより、5
つのポジションの既存のジョブが自動的に

変換されます。 
以下は新しい設定の例です。 
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ポジシ

ョン 
ブランク 
モールド 

バッフル ブロー 
モールド 

ブローヘッド インバート テイクアウト プッシャ フィンガ ファンネル 

1 オープン アップ オープン アップ リバート キックバック イン リトラクト アップ 
2 クローズ セットル クローズ ダウン インバー

ト 
イン アウト エクステ

ンド 
ダウン 

3 クラック ダウン クラック リフト スペア アウト スペア スペア スペア 
4 オープン 

スート 
アップ 2 スペア スペア スペア スペア スペア スペア スペア 

5 クローズ 
スート 

スペア スペア スペア スペア スペア スペア スペア スペア 

 

ドラム属性：  
2 つのバルブで作動するのメカニズムの

処理を改善するため、ON および (または) 
OFF のイベントを個々に選択できるように

なりました。  
これにより、メカニズムが特別サイクル中

に慣性によって移動したり、無効になった

りすることを防止します。 
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セクション・コントロール新機能 
ジョブからマシンの設定：  
いくつかのジョブ・パラメータが構成パラメータとして再定義されました。 これらのパラメータは、現在稼働中の

オンライン・ジョブ・パラメータを基に、すべての保存済みジョブが更新されます。  
以下は変更対象のパラメータです。 
テイクアウト・アウト、イン、キックバック・ポジション 
インバートおよびリバート・ポジション 
ブレード・オーバーラップ、 
シャー・スプレー・オンおよびオフ  
これらのパラメータはジョブ編集モードでは書き込むことができません。 保存済みのすべてのジョブが自動的

に更新されます。  
 
MS (メンテナンス・ストップ) の動作：  
MS ボタンを押した後、デリバリ OFF の切り替えが速くなりました。  
 
MS ボタンを離して位置変更した後のプランジャーのアクション： 
実在するプランジャー数 (設定されているゴブの数によって異なります) のプランジャー・イベントだけが切り替

わるようになりました。 すなわち、「スペア」のプランジャー・イベントを他の用途に構成することができます。 
 
ヒューズ監視：  
このリリースでは、ヒューズ障害後に実行するアクションを定義できます (アラームのみ、ノーマル・ストップ、ま

たはメンテナンス・ストップ)。「マシン・セットアップ/ドングル構成」を参照してください。  
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マシンの調整  
Flexline 
このリリースでは、ファイアリング・オーダー (実行

中のセクションの数、ベルトの移動距離、ゴブ・シ

ーケンス、またはプッシャー開始) を手動で入力す

るか、または、新しいファイアリング・オーダー・ジ

ェネレータ・ソフトウェアで USB スティックからファ

イアリング・オーダー・テーブルをロードして定義済

みの自分のファイアリング・オーダーを計算するこ

とができます。 
値を正しくロードするため、Flexline のページに「

Pusher act. Differential (プッシャーディファレンシ

ャル)」という一列が追加されました。 
 
タンデムのファイアリング・オーダー 
新しいファイアリング・オーダー・ジェネレータ・ソフト

ウェアでは、コンベア上の複数のジョブ製品を区分

けするために、マルチギャップ用の特別なファイア

リング・オーダーを使用することができます。  
これは、1 つの IS またはタンデム・マシンに対応す

るマルチカム/マルチウェイトのフィーダー・ソフトウ

ェアと合わせて使用すると便利です (下記参照)。 
この機能は FlexIS WHC が実装されているライン

では自動です。EFRA では、No、Nb、Nw の各パ

ラメータを手動で計算し、ウエア・トランスファーのメ

カニカル比率を変更する必要があります。 
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MCU 
このリリースでは、IS マシンと AIS マシンに対して MCU がサポート対象になりました。 
MCU は最大 12 チャンネルを処理できます。 
センサーとバルブの圧力範囲を個別に調整できます。 

これは、MCU の設定が拡張され、ジョブデータから外されたことによるものです。 

マシン・セットアップ 
マシン・コントローラ・ドングル 
入力監視 MC 102 と 103：  
信号は 24 ボルトです。 
このリリースでは、この機能は以下のように作動さ

せることができます。 
オフ ‐ 監視なし。 
オン ‐ 監視あり。信号がドロップアウトした場合 
(エア・サプライのロス、UPS のトラブル等) 、MC
によりすべてのセクションが停止し、ゴブ・ディスト

リビュータがリトラクトしますが、入力信号が 24 ボ

ルトに戻っていなくてもセクションを再起動すること

ができます。  
On 延長： 監視あり。信号がドロップアウトした場

合 (エア・サプライのロス、UPS のトラブル等) 、
MC によりすべてのセクションが停止し、ゴブ・ディ

ストリビュータがリトラクトし、入力信号が 24 ボル

トに戻るまではセクションの再スタートがブロックされます。 
入力 102 MC により、すべてのセクションが NS 停止し、GD がリトラクトします。 
入力 103 MC により、すべてのセクションが NS 停止し、GD がリトラクトします。 
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セクション・コントローラ・ドングル 
ノーマル・ストップのサーボ・モーション： 
このリリースでは、「ノーマル・ストップのサーボ・

モーション」を設定できるようになりました。  
Enabled (有効)：オーバーライド・スイッチによ

り、NS およびセットアップ (自動/手動) モードで

サーボを作動させることができます。  
Disabled (無効)：オーバーライド・スイッチは、セ

ットアップ (自動/手動) モードでのみサーボを作

動させることができます。 
 
ヒューズ監視： 
このリリースでは、107～114 までのヒューズが

監視されます。 ヒューズ障害後に実行するアク

ションをドングル画面で定義できます。 
アラームのみ： 警告が有効になります。 
ノーマル・ストップ： NS セクション停止。 
メンテナンス・ストップ： MS セクション停止。 
 
コールド・モールドの OFF 動作： 
このリリースでは、次の 2 つの動作を選択できます: 
分離： CoMo サイクルは、それを起動した側でのみ終了することができます。 
連結： CoMo サイクルは、ブランクサイドまたはブローサイドで終了することができます。 
 

マシン・コントロール新機能 
速度の変更： 
マシン緊急停止時に、マシン速度を大幅増加させた場合、迅速に対応します。 
 
同期パルス (1/カット) ： 
以前のバージョンのソフトウェアでは、同期パルス (1/カット) を「外部」に設定し、MC を始動させた場合、同期

パルスが欠けている場合に初期化を完了できませんでした。 このリリースでは、外部同期が欠けている場合

、30 秒後に MC が自動的に「内部同期」に変わり、スタートアップが完了します。  
MC が外部同期パルスを検出すると緊急停止になります。 緊急停止を解除すると、MC が外部同期信号に対

して適正に同期化を実行します。 
 
シャー・ページ： 
シャー・ディファレンシャルがパラメータから削除されました。 
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ウエア・ハンドリング  
プッシャー 
このバージョンでは、FlexPusher Interfaec II をプッシャー設定の標準インターフェースとして使用していま

す。  
設定パラメータが 2 つの画面に分割され、最も使用頻度の高いパラメータが参照しやすくなりました。 カーブ

とパラメータの詳細は (Settings_FPII_RevB.pdf) を参照してください。 古いジョブをインポートすると、新規

のすべてのパラメータが上記の PDF ファイルの説明通りに初期値を取得します。 そのため、古いジョブをロ

ードするときはプッシャー動作を調整する必要があります。 
MS ボタンを押すと、フィンガーがデッドプレート上の位置に戻ります。  

ウエア・ハンドリングの監視‐WHS (オプションとして使用可)  
WHS (P.N. 182-71-01) は、コンベア上で固着ビン、倒ビンをリジェクトするためのバリア・ライト・システムで

す。 
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この設定は、ウエア・ハンドリング/DWR 画面にあります。 
このシステムを使用する利点の 1 つは、すべてのリジェクトがプロダクト・カウンタ画面に表示されることです。 
 

WHS システムは、TS-E WHC 構成に完全に統合されました。 
 
 
メカニカル・スタッカー： 
メカニカル・スタッカーは TS-E WHC の標準で

す (TS 上で追加の I/O カードが必要です)。  
WH ドングル・ページでスタッカーを選択した場

合、WH 画面にメカニカル・スタッカーのパラメ

ータが表示されます。  
スタッカー・フェーズは 215 (-) および 216 (+) 
の入力に接続されます。 
 
クロス・コンベア： 
クロス・コンベア (CC)の速度は、CC で必要と

される「ボトル距離」を設定し、実際の機械的

条件に基づいて定義されます。  
つまり、それぞれのジョブで修正する必要があ

ります。  
CC のトリム係数は、OS の 213 (-) および

214 (+) の入力のプッシュボタンで調整できま

す。 
すべてのモーターの実際の速度の値が表示されます。これらの値を計算済みのモーターと比較することがで

きます。 
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WHC 新機能 
2 枚目の I/O カードで接続： 
Trim factor [%] (トリム係数 [%]) 213 (-) および 214 (+) の入力 
コンベア高さ調整：以前のバージョンでは 105～108 の出力が使用されていましたが、このリリースでは 237
～240 の出力を使用します。 
自動リジェクト： 
コンベアが実行中で、ウエア・トランスファー、クロス・コンベア、またはスタッカーのいずれかが停止した場合、

すべてのセクションが連続リジェクトに切り替わります。 
すべてのウエア・ハンドリング・コンポーネントが再稼働した場合、連続リジェクトがオフになります。 
WHC パラメータ： 
ギア比と 1 回転あたりの移動が小数第 3 位までサポートされるようになりました。  
ダウンロードの速度： 
コード最適化のため、ジョブ・ダウンロードの速度を大幅に上げることができます。  
 

診断 1 
ステータス： 
このリリースでは、WHC の状態が MC で表

示されます。 
MC のスタンドアロン構成では、MC 画面の

状態を取得できます。  
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診断 2 
サーボ・メカニズム作動のグラフィック

表示： 
 
すべてのサーボ・メカニズムで、電流、

速度、位置、トラッキング・エラーを記

録することができます。記録と表示は

1 サイクル分です。  
各サーボに対して事前にプログラムさ

れたサブイベントによって測定がトリガ

ーされます。 グラフ表示の遅延時間は

、2 マシン・サイクル＋パラメータ毎に

3 秒です。 
曲線を保存して、実際の曲線と比較す

ることもできます。  
 
 
 

ジョブ 
イベント名の変更：  

名前を変更できるイベントの数が増えました。メカニズムに関連しないすべてのイベント名を変更できます。 
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プロダクション・レポート： 
このバージョンでは、より詳細なプロダクション・カウンタが用意されています。 また、レポートにグラフィック出

力が含まれます。  

 
WH リジェクトも表示されます。 

 
PPC リジェクトは「Total Rejected Cavity」ページにあります (図 a 参照)。 
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